
 

 
１ 実施状況 

対象学校 小林市立東方中学校・東方小学校 

活動分野 学習支援活動・環境整備・登下校の安全指導・学校行事等 

【学校支援の取組】 
読み聞かせ（通年） 登下校の見守り（通年） 総合的な学習支援【米作り活動】（４月～９月） 
伝統芸能指導【輪太鼓踊り】（５月～９月） 河川清掃支援【ヤマメの稚魚放流活動】（７月） 
運動会支援【準備・見守り・救護】（９月） 家庭科調理実習支援【チョウザメ解体】（１１月） 
 

○地域コーディネーター（ ４ ）人  ○ボランティア登録数（ ４７ ）人 

 
２ 特色のある取組の紹介  
  

① 「 みんなで川をきれいにしよう！ 河川清掃とヤマメの稚魚放流 」 
 
    
 
○ 活動内容 

・ ＰＴＡ活動として、親子（４８名参加）で河川清掃活動、ヤマメの稚魚放流を行った。 

１ 河川愛護についての話（漁協の方）        

２ 親子で河原の清掃活動、おにぎり朝食 

３ ヤマメの稚魚放流（３０００匹程） 

 ○ 事業を実施して（参加者等の声）  

   ・ ゴミはなかった。魚が早く大きくなってほしい。(児童)  

   ・ 漁協と連携した取組を今後も継続していきたい。(保護者）  

   ・ 自然を大切にする気持ちを育てるよい取組だと思う。(教職員） 【稚魚の放流】 

② 「 学校・家庭・地域が一体となった伝統文化の継承活動 」     
 
  
 
○ 活動内容 
・ 東方中学校区の特色の一つに地域に伝わる「輪太鼓踊り」の継承活動があります。この活動は 
約２３年前に郷土芸能クラブとして始まり、現在は「総合的な学習の時間」を活用し中学校の全 
校生徒で練習に取り組んでいます。保護者や消防団員そして地域の保存会の方々の指導を基に、 
中学３年生が手本となって下級生や小学生にも指導をしながら地域が一体となって伝統を受け継 
いでいます。中でも演技当日の「着付け」は熟練の技術が必要な大変な作業です。前述の多くの 
方々の支えで、「陰陽石まつり」「こばやし秋祭り」「郷土芸能フェスティバル」等のイベント 
でも立派に演技することができました。 

○ 事業を実施して（参加者等の声）                          
・ 陰陽石まつりでは、この踊りを楽しみにしている人が 
多く、指導する側も大変やりがいがあります。指導者が 
高齢化してきているので、消防団員をはじめとして若い   
人の協力が大変ありがたいです。（保存会役員）  

  ・ 「郷土芸能フェスティバル」ではとても緊張したけど、 
保存会の方々がいろいろ教えてくださって、無事成功し 
てよかった。（生徒）                        

【輪太鼓踊り】 

 

本部名：東方中学校区学校支援地域本部 
 

     連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

     電 話：０９８４－２２－７９１２ 

     ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
   河川愛護月間の取組として、夏休みの早朝に地域の河原の清掃、漁協と連携したヤマメの稚魚放流を体験！ 

 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
 地域に伝わる「東方輪太鼓踊り」。着付け・演技指導に大活躍！ 

 



 


